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研究資料

採点形式に基づく採点競技の類型化
Classification of judged sports based on the scoring format

河野由1), 横澤俊治1), 窪康之1)

Yui Kawano1) , Toshiharu Yokozawa 1) , Yasuyuki Kubo1)

Abstract : Judged sports, where judges’ scores for the performance affect the results, have a great 
diversity of scoring formats, which is the scoring method for each sport. This study aimed to classify 
multiple events based on the characteristics of scoring formats in order to present a framework for 
understanding the diversity of judged sports. The scoring format for the 36 events of the 15 sports in 
the Olympic and Paralympic Games was organized based on the competition and judging regulations 
from the following seven perspectives: "Grading several people at a time," "Including a relative 
evaluation," "Including an overall evaluation," "Including an evaluation of the environment and 
tools," "Including a scale-based judging system," "Elements other than the judges’ score affecting the 
results," and "Judging criteria including quantity descriptions." These events were classified via 
hierarchical cluster analysis using Ward's method to create a dendrogram. As a result, the judged 
sports covered in this study were divided into three types based on differences in the characteristics 
of their scoring formats: the "qualitative relative evaluation" type, in which the entire performance is 
evaluated comprehensively and relatively using qualitative judging criteria; the "deduction for 
physical movement" type, in which only physical movements are scored using a point deduction 
method and an absolute evaluation based on quantitative judging criteria; and the "mixed evaluation" 
type, which includes either an evaluation of the environment and tools or an overall evaluation of the 
entire performance, in addition to a quantitative judging criteria and an absolute evaluation. The 
classification into three types by this study will serve as a basis when considering training, coaching, 
scientific support and research methods in the future and will also allow the application of the findings 
for a particular sport to other sports classified in the same type. 
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Ⅰ．緒言

オリンピック・パラリンピックに採用されて

いる競技の中には、演技中に行った技やその出

来栄え（quality）に対する人の採点を勝敗決定の

資料として用いる競技（以下、採点競技；金子．

2002）が多く含まれている。競技スポーツにおけ

るトレーニング、コーチング、科学的サポートの

充実のためには、基盤となるスポーツパフォーマ

ンスの仕組みの理解が重要と考えられるが、採点

競技にはオリンピック・パラリンピックの正式競

技に最近採用されたものも多く、科学的知見の蓄

積が十分とはいえない現状がある。加えて、採点

競技では、時間や距離のような物理的な指標では

捉えられない演技の芸術的・審美的な側面が人の

手によって得点化されることから、人による採点

を考慮した採点競技特有の研究が必要と考えられ

る。

採点競技では、採点の対象となる事項やその評

価基準、得点化の手順といった採点の仕方（以下、

採点形式）は、個々の採点競技種目の競技特性に

沿った、多様性に富んだものとなっている。例

えば、体操競技は技の難しさ（Dスコア）とその

出来栄え（Eスコア）を減点法にて採点する 6) ,7)。

また、スキー・ジャンプでは、測定機器で計測し

た飛距離（飛距離点）と、審判員が減点法にて採

点した飛躍時の姿勢（飛型点）の合計点が競われ

ており 14)、採点競技の要素は部分的である。他

にも、アーティスティックスイミングのように、

決められた尺度（例えば、完璧（perfect；10点）、

完璧に近い（Near perfect；9.75-9.5点）、秀でて

いる（Excellent；9.25-9.0点）など）に基づいて

演技を採点するものや 8)、BMXフリースタイル

のように、競技者の演技全体の印象をもとに採点

するものもある 22)。このような採点形式は、競

技規則や採点規則に明記されており、その内容か

らも競技種目によって顕著に異なることは明らか

である。

一方、採点競技種目間で採点形式に共通点がみ

られることも少なくない。例えば、スキー・ジャ

ンプとフリースタイルスキーのモーグルでは、審

判員の採点と電子機器で計測した測定値（スキー・

ジャンプでは飛距離、モーグルではタイム）の両

方が勝敗の決定に影響するところに共通点が窺え

る 14) ,15) ,17)。また、アーティスティックスイミン

グと女子体操競技の「ゆか」では、演技に必ず音

楽を用いることから、音楽の解釈や振り付けと音

楽との調和（音楽性）といった採点の観点に共通

点が見てとれる 7) ,8)。このような競技種目にみら

れる共通点は、多様性に富む採点競技の特徴の把

握や、同じ共通点を持つ他競技への知見の応用可

能性を理解する手掛かりになると考えられる。以

上のことから、採点競技におけるトレーニング、

コーチング、科学的サポートの基礎となる科学的

知見の蓄積のためには、勝敗の決定に影響する採

点形式を集約・整理し分類することによって、競

技種目の特徴を類型学的に把握できる枠組みを提

示する必要があると考えられる。

そこで本研究の目的は、採点形式の特徴からオ

リンピック・パラリンピック競技大会に採用され

ている複数の採点競技種目を分類することとし

た。

Ⅱ．方法

1．調査対象および資料収集

調査対象は、採点競技の中で 2024年と 2026年

に開催されるオリンピックおよびパラリンピック

に採用されている 15競技 36種目を対象とした

（Table 1）。なお、競技種目間や性別間で採点規則

の内容が同じ場合には同じ種目としてまとめ、総

合馬術やノルディック複合のように、その採点が

他の競技種目の採点規則に基づくものは調査対象

から除外した。

本研究で使用した資料は、2022年 7月までの

間に公示された競技規則および採点規則であり、

国際および国内競技団体が所有するWebページ

より入手した。なお、飛込については競技規則の

適用期間を過ぎているが、現時点でその後の更新

版は公開されていないようであった。
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2．採点形式の特徴の抽出

まず、対象競技種目の競技規則および採点規則

をもとに、採点形式の相違から 7つの特徴を抽出

した（Table 2）。これらの特徴は、採点競技にお

けるトレーニング、コーチング、科学的サポート

の実施にあたって区別すべきものかどうかという

視点で抽出し、科学的サポートの経験を持つ研究

者 1名とともに、各特徴の抽出における妥当性

を確認した。なお、「同時に複数人を採点するか

（Grading several people at a time）」は同時に演技す

る他者との関係性により得られる評価（例えば、

動きの同時性や隊形の多様性）の有無を、「相対

評価を含むか（Including a relative evaluation）」は

他の演技との相対的な比較の有無を、「総合的な

評価を含むか（Including an overall evaluation）」は

一つ一つの技だけでなく演技全体に対する評価の

Table 1. The sports targeted in this study and their official regulations
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有無を、「環境・道具への評価を含むか（Including 

an evaluation of the environment and tools）」は身体

運動だけでなく環境（例えば、音楽や波）や道具

（例えば、手具、バイク、スケートボード）に対

する評価の有無を、「尺度に基づく評価を含むか

（Including a scale-based judging system）」は演技の

点数化における減点以外の手段の有無を、「勝敗

決定に採点以外の要素を含むか（Elements other 

than the judges’ score affecting the results）」は勝敗

の決定に影響する採点以外の要素、具体的には時

間、距離などの記録の有無を、「採点基準に数量

の記載を含むか（Judging criteria including quantity 

descriptions）」は角度や高さに関する具体的な基

準の有無を示している。次に、クラスタ分析の準

備のため、抽出した 7つの特徴に各競技種目の採

点形式が当てはまるか否かを確認し、当てはまる

と判断した場合は 1、当てはまらないと判断した

場合は 0として得点化した。

3．分析手順

各競技種目を類型化するために、各競技種目の

採点形式の得点を独立変数として、Ward法によ

る階層的クラスタ分析を施し、樹形図を作成した。

各競技種目の採点形式の非類似度（距離）の算出

には、ユーグリット平方距離を 1/2倍した値を使

用した（川端ほか．2018）。採用するクラスタ数

は、作成した樹形図の構造と、クラスタリングの

妥当性を評価する 3つの指標（Calinski-Harabasz 

index1)；diff H index11)；Kazanowski-Lai index21) を

もとに決定した。いずれの指標も、クラスタ内の

凝集性（散らばりが小さいこと）およびクラスタ

間の離散性（散らばりが大きいこと）を考慮した

指標であり、Calinski-Harabasz indexはクラスタ

間の散らばりが大きくかつクラスタ内の散らばり

が小さいことを、diff H indexはクラスタ数が K

個の場合と K-1個の場合のクラスタ内の散らば

りの変化率の差を、Kazanowski-Lai indexはクラ

Table 2. The characteristics of the scoring formats and their definitions
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スタ数を 1つ減らした時のクラスタ内の散らばり

の変化量に対するクラスタ数を 1つ増やした時の

クラスタ内の散らばりの変化量の割合を示す指標

である 20)。その後、各クラスタの特徴を把握す

るために、クラスタごとに採点形式の特徴の含有

率を算出し、Fisherの正確検定を施した。Fisher

の正確検定の有意水準は 5%未満とした。その際

に有意差が認められた場合は、Ryan法にて多重

比較を行った。なお、Ryan法による多重比較では、

クラスタ間の比率の差が Required Differenceより

大きい場合に有意差があると判断した。これらの

分析には、R（3.4.3、R Development Core Team、

Vienna、Austria）を用いた。

Ⅲ．結果

1．クラスタ分析の結果

各競技種目の採点形式が 7つの特徴に当ては

まるか否かで得点化した結果を Table 3 に示した。

また、この採点形式の得点を用いて、クラスタ分

析を行った結果を Figure 1に示した。クラスタ分

析の妥当性に関するいずれの評価指標においても

クラスタ数が 3のときに最大だったことから（Ta-

ble 4 ）、Figure 1の点線枠のような 3つのクラス

タに対して解釈を行うことが妥当と判断した 20)。

なお、第１クラスタには 6競技 11種目、第 2ク

ラスタには 2競技 8種目、第 3クラスタには 9 競

技 17種目が含まれていた。

Table 3. The characteristics of the scoring formats for each judged sport
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2．各クラスタの特徴

各クラスタの特徴を Figure 2に示した。Fisher

の正確検定を行った結果、「同時に複数人を採点

するか」（A）（p = 0.065）と「勝敗決定の資料に

採点以外の要素を含むか」（F）（p = 0.581）を除く

5つの特徴についてクラスタ間に有意差が認めら

れた（いずれも p < 0.001）。Ryan法による多重比

較の結果、「相対評価を含むか」（B）において、

第 1クラスタは第 2クラスタ、第 3クラスタより

も当てはまる競技種目が有意に多かった（第 1ク

ラスタ vs. 第 2クラスタ：比率の差 = 1.000、RD 

= 0.488；第 1クラスタ vs. 第 3クラスタ：比率の

差 = 1.000、RD=0.427）。「総合的な評価を含むか」

（C）において、第 1クラスタ、第 3クラスタは

第 2クラスタよりも当てはまる競技種目が有意に

多かった（第 1クラスタ vs. 第 2クラスタ：比率

の差 = 1.000、RD = 0.498；第 2クラスタ vs. 第 3

クラスタ：比率の差 = 0.882、RD= 0.447）。「評価

対象に環境・道具を含むか」（D）において、第 1

クラスタ、第 3クラスタは第 2クラスタよりも当

てはまる競技種目が有意に多かった（第 1クラス

タ vs. 第 2クラスタ：比率の差 = 0.455, RD = 0.435；

Figure 1. Dendrogram of judged sports. The dotted frame indicates the clusters obtained in this study

CH: Calinski-Harabasz index; diff H: diff H index; KL: Kazanowski-Lai index.
Gray: Number of clusters employed in this study.

Table 4. Validity of cluster analysis
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第 2クラスタ vs. 第 3クラスタ：比率の差 = 0.824、

RD= 0.512）。「尺度に基づく評価を含むか」（E）

において、第 1クラスタは第 2クラスタおよび第

3クラスタよりも、第 3クラスタは第 2クラスタ

よりも、当てはまる競技種目が有意に多かった（第

1クラスタ vs. 第 2クラスタ：比率の差 = 1.000、

RD = 0.542；第 2クラスタ vs. 第 3クラスタ：比

率の差 = 0.647、RD=0.453；第 1クラスタ vs. 第 3

クラスタ：比率の差 = 0.353、RD = 0.338）。「採点

基準に数量の記載を含むか」（G）において、第 2

クラスタ、第 3クラスタは第 1クラスタよりも当

てはまる競技種目が有意に多かった（第 1クラス

タ vs. 第 2クラスタ：比率の差 = 1.000、RD = 0.488；

第 1クラスタ vs. 第 2クラスタ：比率の差 = 1.000、

RD = 0.427）。

Ⅳ．考察

採点競技種目における採点形式の特徴を整理

し、類型化した結果、採点競技種目は 3つのク

ラスタに分けられた（Figure 1、Table 4）。採点形

式の特徴にもとづいて各クラスタを解釈すると、

サーフィンやスケートボード、ブレイキンなどの

新しい競技種目が多く含まれる第 1クラスタは、

具体的な数値を含まない定性的な採点基準をもと

に、相対評価によって特定の尺度に基づいて演技

全体を総合的に採点する特徴を持つことが示され

た（Figure 2）。その中でも、定性的な基準が用い

られていることと相対評価によって採点されるこ

とは、第 1クラスタに属するすべての競技種目に

共通しており、他のクラスタにはみられない顕著

な特徴であったことから、第 1クラスタを「定性

Figure 2. The characteristics of the scoring formats in each cluster
A: Grading several people at a time; B: Including a relative evaluation; C: Including an overall evaluation; D: Including an evalua-
tion of the environment and tools; E: Including a scale-based judging system; F: Elements other than the judges' score affecting the 
results; G: Judging criteria including quantity descriptions.
* The difference in proportions between clusters > the required difference (RD)
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相対評価型」と解釈した。一方、この定性相対評

価型と対照的な特徴を持つのが、具体的な数量を

含む採点基準をもとに絶対評価によって点数をつ

ける第 2・第 3クラスタである。本研究では、そ

の特徴から第 2・第 3クラスタを合わせて「定量

絶対評価型」と解釈した。定量絶対評価型のう

ち、第 2クラスタと第 3クラスタを区別する特徴

をみると、男子体操競技の多くやトランポリンが

含まれる第 2クラスタは、一つ一つの技について

道具・環境などとの関係性を考慮せずに身体運動

のみを対象に減点法を用いて採点する特徴を持つ

ことが示された。これらの特徴は、第 2クラスタ

に属するすべての競技種目の共通点であることか

ら、第 2クラスタを「身体運動減点型」と解釈し

た。他方、新体操やアーティスティックスイミン

グ、フィギュアスケートが含まれる第 3クラスタ

は、採点基準に具体的な数量を含むことと絶対評

価によって採点されることに加えて、環境や道具

への評価、もしくは演技全体の総合的な採点のい

ずれかを含む特徴を持つことから、第 3クラスタ

を「複合評価型」と解釈した。なお、採点競技種

目の中でも体操競技は種目によって属する型が異

なることが示された。これは、同じ競技であって

も種目によって異なる採点形式が採用されている

ことを意味していることから、研究等を実施する

際の留意点になるだろう。また、採点形式の特徴

の中で、「採点基準に数量の記載を含むか」と「相

対評価を含むか」との結果が反転していたことは

興味深い（Table 3、Figure 2）。この結果から、採

点基準に数量の記載を含まない、すなわち「技の

多様性」や「技の独創性」のような定性的な基準

で採点する競技種目は、必然的に他の演技との比

較を行う相対評価となることを示している。これ

に対して、採点基準に数量の記載を含む、すなわ

ち定量的な基準で採点する競技種目は、必然的に

他の演技と比較しない絶対評価となることが示さ

れた。このことを踏まえると、採点競技において

は、採点基準と相対・絶対評価との関係性を考慮

した研究や科学的サポートが望ましいと考えられ

る。

本研究で得られた 3つの型は、それぞれに異な

る採点形式の特徴を持つことから、各型特有の状

況・課題を抱えている可能性があると考えられる。

例えば、定性相対評価型は、採点基準に明確な数

量の記載が無いために、得点からはパフォーマン

スの改善点が把握しづらく、個々の技の質を高め

るだけでは高得点は得られないと想像される。さ

らに、相対評価で採点されることから、他の競技

者の演技内容に応じて評価基準が変わる可能性が

あることを考慮しなければいけない。また、身体

運動減点型は、その特徴である減点による採点が

行われることから、一つ一つの技を身体運動のみ

に焦点を当てて分析し、減点されないような戦略

を立てることが求められるだろう。複合評価型は、

身体運動に加えて、環境への適応や道具の様相も

評価の対象であることを踏まえると、演技中の身

体運動を個々に取り出して分析するだけでは効果

的な課題の抽出に繋がらない可能性が窺える。こ

のように、各型の特徴を踏まえたトレーニング、

コーチング、科学サポートを検討する必要がある

とともに、そのための科学的根拠となる研究の蓄

積が喫緊の課題であるだろう。

本研究で用いたクラスタ分析では、二値化した

採点形式の特徴の類似度（距離）をもとに類型化

したことから、同型に属する競技種目であれば、

類似した採点形式の特徴を持つと考えられる。し

たがって、本研究の結果は、特定の競技について

得られた知見を同一型に分類される他競技に応用

できる可能性を示唆していると考えられる。以上

のことから、本研究で得られた型は、個々の競技

種目にとらわれない研究の手掛かりとして、さら

には、これまでに蓄積された知見や今後得られた

知見を応用する際の拠り所として活用できるだろ

う。

本研究で対象とした採点規則は、原則として

2024年または 2026年まで有効なものであるが、

その多くはオリンピック・パラリンピック後に見

直しが行われる。そのため、採点規則の変更箇所

によっては、各競技種目のクラスタに影響する可

能性がある。しかしながら、本研究では、勝敗決
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Table 5. Names of clusters and their characteristics
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定に影響する採点形式の特徴を用いて類型化を

行ったことから、各クラスタに属する競技種目に

変更が生じたとしても、採点形式の特徴とクラス

タの関係、すなわち本研究で得られた型やその特

徴に関する知見は概ね適用できると考えられる。

Ⅴ．まとめ

本研究の目的は、オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会に採用されている複数の採点競技種目

を分類することであった。そのために、クラスタ

分析を適用して、採点形式の特徴から各競技種目

を分類した結果、以下の結論を得た。

本研究で対象とした採点競技種目は、その採点

形式の特徴の類似点から、具体的な数量を含まな

い定性的な採点基準で演技全体を総合的かつ相対

的に評価する「定性相対評価型」、具体的な数量

を含む採点基準をもとに絶対評価によって点数を

つける定量絶対評価型のうち、身体運動のみを対

象に減点法によって評価する「身体運動減点型」、

身体運動以外の環境や道具への評価、もしくは演

技全体の総合的な採点のいずれかを含む「複合評

価型」の 3つに分けられた。これらの 3つの型は、

採点競技種目の特徴を把握するための枠組みとし

て、各型の特徴を踏まえたトレーニング、コーチ

ング、科学的サポート、ならびにそのための研究

の手掛かりとなるとともに、特定の競技について

得られた知見を同一型の他競技に応用する際の拠

り所となると考えられる。
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